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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）一般式（Ｉ）：
【化１】

（式中、Ｒ1’、Ｒ1”、Ｒ2’、Ｒ2”、Ｒ3’及びＲ3”は、互いに独立して、Ｈ、Ｅで置
換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキル、Ｅで置換されていてもよい
Ｃ6～Ｃ30アリール、Ｅ、－ＳＲ5で置換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロアリール；－
ＮＲ5Ｒ6であり；
Ｒ4’は、Ｅで置換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキレンであり；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
－ＮＲ5－、又は－ＰＯＲ5－であり；
Ｅは、－ＯＲ5、－ＳＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＣＯＮＲ5Ｒ6、－Ｃ
Ｎ、－ＯＣＯＯＲ7、又はハロゲンであり；
Ｒ5及びＲ6は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ1
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8アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；又は－Ｏ－で中断さ
れたＣ1～Ｃ18アルキルであるか；又はＲ5及びＲ6は一緒になって５員又は６員環を形成
し、
Ｒ7は、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシで置換された
Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり
；
Ｙ’及びＹ”は、互いに独立して、－ＯＨであり；そして
Ｘ’及びＸ”は、互いに独立して、Ｏ又はＳである）のジアクリレートモノマーと、
（Ｂ）有機顔料及びカーボンブラックからなる群より選ばれる着色剤と、
（Ｃ）カルボキシル基を含有するバインダーポリマーと、
（Ｄ）光重合開始剤とを含む、
カラーフィルター用感光性レジスト組成物。
【請求項２】
　（Ａ）一般式（ＩＩ）：

【化２】

（式中、Ｒ4’は、Ｅで置換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキレンで
あり；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
－ＮＲ5－、又は－ＰＯＲ5－であり；
Ｅは、－ＯＲ5、－ＳＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＣＯＮＲ5Ｒ6、－Ｃ
Ｎ、－ＯＣＯＯＲ7、又はハロゲンである）のジアクリレートモノマーを含む、請求項１
記載の感光性レジスト組成物。
【請求項３】
　ジアクリレートモノマー（Ａ）が、
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（式中、ｎは、１～１０の整数である）よりなる群から選択される、請求項１記載の感光
性レジスト組成物。
【請求項４】
　バインダーポリマー（Ｃ）を、着色剤（Ｂ）１００重量部に基づいて１０～１，０００
重量部の量で、ジアクリレートモノマー（Ａ）を、バインダーポリマー（Ｃ）１００重量
部に基づいて５～５００重量部の量で、そして光重合開始剤（Ｄ）を、ジアクリレートモ
ノマー（Ａ）の合計１００重量部に基づいて０．０１～２００重量部の量で含む、請求項
１記載の感光性レジスト組成物。
【請求項５】
　バインダーポリマー、請求項１～３のいずれか１項記載のジアクリレートモノマー、光
重合開始剤、及び着色剤を含む感光性レジスト組成物のコーティングフィルムであって；
該着色剤がＣ．Ｉ．ピグメントレッド７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：
３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９
、１６８、１７７、１７８、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２
、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７
、２２８、２４０、２４６、２５４、２５５、２６４若しくは２７２又はこれらの混合物
よりなる群から選択される赤色顔料を含み；該コーティングフィルム中の赤色顔料の含有
量が０．０２～１．５ｇ／ｍ２である、カラーフィルター用感光性レジスト組成物のコー
ティングフィルム。
【請求項６】
　バインダーポリマー、請求項１～３のいずれか１項記載のジアクリレートモノマー、光
重合開始剤、及び着色剤を含む感光性レジスト組成物のコーティングフィルムであって；
該着色剤がＣ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６若しくは３７又はこれらの混合物
よりなる群から選択される緑色顔料を含み；該コーティングフィルム中の緑色顔料の含有
量が０．０２～１．５ｇ／ｍ２である、カラーフィルター用感光性レジスト組成物のコー
ティングフィルム。
【請求項７】
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　バインダーポリマー、請求項１～３のいずれか１項記載のジアクリレートモノマー、光
重合開始剤、及び着色剤を含む感光性レジスト組成物のコーティングフィルムであって；
該着色剤がＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：
４、１５：６、１６、２２、６０若しくは６４又はこれらの混合物よりなる群から選択さ
れる青色顔料を含み；該コーティングフィルム中の青色顔料の含有量が０．０２～１．５
ｇ／ｍ２である、カラーフィルター用感光性レジスト組成物のコーティングフィルム。
【請求項８】
　赤色感光性レジスト層、緑色感光性レジスト層、及び青色感光性レジスト層を含むカラ
ーフィルターであって、赤色感光性レジスト層が請求項５記載のコーティングフィルムを
含み、緑色感光性レジスト層が請求項６記載のコーティングフィルムを含み、そして青色
感光性レジスト層が請求項７記載のコーティングフィルムを含むカラーフィルター。
【請求項９】
　感光性レジスト層を形成し、感光性レジスト層を露光し、感光性レジスト層を現像する
ことを含み、感光性レジスト層が請求項１～４のいずれか１項記載の感光性レジスト組成
物を含む、カラーフィルターの製造方法。
【請求項１０】
　ポストベーク工程が行われない、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　前記感光性レジスト組成物が印刷技術により付着する、請求項９又は１０記載の方法。
【請求項１２】
　請求項９～１１のいずれか記載の方法により製造されたカラーフィルター。
【請求項１３】
　請求項１２記載のカラーフィルターを用いる電子ペーパーディスプレイ装置。
【請求項１４】
　厚さが０．１～１０μｍである、請求項６記載のコーティングフィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感光性レジスト組成物に関し、具体的には、液晶ディスプレイ装置及び固体
撮像素子に有用なカラーフィルターにおける、着色フィルターセグメント、例えば赤色－
、緑色－、青色－、黄色－、橙色－、シアン－、及びマゼンタ－着色フィルターセグメン
ト並びにブラックマトリクスを形成するのに有効な、高感度感光性レジスト組成物に関す
る。さらに、本発明は、感光性レジスト組成物を用いて形成されたカラーフィルター、及
びこのように形成されたカラーフィルターの、電子ペーパーディスプレイ装置、カラー撮
像素子などにおける使用に関する。
【０００２】
　電子ペーパー、すなわちｅ－ペーパーは、１枚のペーパー上のテキストを書き換えでき
るようにする新たに出現した技術である。「ペーパー」は、実際には、電荷に応答する小
さなボールを含有する導電性プラスチックを用いる有機エレクトロニクスで作られ、ピク
セルがコンピュータモニター上で変化するのとほぼ同じようにページを変化させる。
【０００３】
　電子ペーパーは、コンピュータモニターのいくつかの制限を克服する。例えば、モニタ
ーのバックライトはヒトの眼に苛酷であるのに対して、電子ペーパーはちょうど標準的な
紙と同様に光を反射する。フラットスクリーンモニターよりもある角度で読みやすい。プ
ラスチック製なので、電子ペーパーは軟質である可能性がある。軽く、場合によっては安
価である。
【０００４】
　電子ペーパーは、１９７０年代にNick SheridonによりXerox's Palo Alto Research Ce
nterで初めて開発された。最初の電子ペーパーは、Gyriconと呼ばれる、１面が黒色でも
う１面が白色である小さな静電帯電されたボールからなる。ペーパーの「テキスト」は、
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ボールを上向き又は下向きにする電界の存在により変えられる。
【０００５】
　１９９０年代に、別のタイプの電子ペーパーが、Joseph Jacobsonにより発明された。
これは、着色オイル中に懸濁した帯電白色粒子が入った小さなマイクロカプセルを用いて
いる。初期のバージョンでは、下側の電気回路の機構が、白色粒子がカプセルの上部にあ
るか（したがって、見る人は白色が見える）、あるいはカプセルの底部にあるか（したが
って、見る人はオイルの色が見える）どうかを制御する。これは本質的に、周知電気泳動
ディスプレイ技術の再導入であるが、マイクロカプセルの使用は、ディスプレイを、ガラ
スの代わりに軟質のプラスチックシートが使用できるようにした。この分野で技術を開発
している多数の会社で、電子ペーパーへの多数の取り組みがある。電子ペーパーに適用さ
れる他の技術は、液晶ディスプレイの改質、エレクトロクロミックディスプレイ、及び九
州大学におけるＥｔｃｈ－Ａ－Ｓｋｅｔｃｈの電子同等品を含む。さまざまな形の電子ペ
ーパーが、Gyricon（Xeroxの子会社）、Philips Electronics、Kent Displays（コレステ
リックディスプレイ）、Ntera（エレクトロクロミック・ナノクロミック・ディスプレイ
）、その他多くによって開発されている。
【０００６】
　着色電子ペーパーディスプレイ装置を開発する必要がある。基本的に、着色ディスプレ
イを得るのに二つの異なる方法がある。第一は、白色粒子を着色（ＲＧＢ／ＣＹＭ）粒子
に換えること、あるいはまた、電子ペーパーディスプレイの上にカラーフィルターを付着
することによる。
【０００７】
　硬質の電子ペーパーディスプレイは、別のガラス基板上に作られたカラーフィルターを
用いることができる。しかし、これは高価な手法であり、カラーフィルターを伴う第二の
ガラス基板を電子ペーパーディスプレイの上へ積層する必要があるために、実現するのは
容易ではない。軟質の電子ペーパーディスプレイはこの積層法を全く用いることができな
い。
【０００８】
　代替のより安価な方法は、電子ペーパー層上に直接にカラーフィルターをパターン形成
することである。感光性レジスト組成物を用いてカラーフィルターを形成する。高い感度
、基板への接着性、耐薬品性などが組成物に必要である。一般に、このような感光性レジ
スト組成物を用いてカラーフィルターを形成するためには、光散乱層パターンを透明基板
上に形成し、分散された着色剤を有する感光性レジスト組成物を基板に塗布し、現像する
ためにフォトマスクを介して放射線露光し、次いで未露光部分を、現像液を用いて溶解さ
せて、ピクセルパターンを形成する。赤色、緑色及び青色着色剤を着色剤として用いる。
通常用いられる感光性レジスト組成物は、酸性の官能基を含有する樹脂、例えば（メタ）
アクリル酸、多官能モノマー、例えばペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、
及び光重合開始剤、例えば１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンを含む。
【０００９】
　しかし、レジストは少なくとも２００℃の温度での最後の硬化工程が必要であるという
理由で、既存のカラーフィルターレジストを用いて電子ペーパー層上に直接にカラーフィ
ルターをパターン形成することは不可能である。この温度で、黒色及び白色粒子を有する
分散液を含有するカプセルは、完全に破壊される。現在の技術水準のレジストでは、この
ポストベーク工程を省くことは不可能である。色よって約４０～５０％までの程度のアク
リレートモノマーの光誘発架橋は、カラーフィルターが逐次的に作られる３層、Ｒ、Ｇ及
びＢから形成されるという点から見て、第二及び第三層に対する十分な耐薬品性には足り
ない。
【００１０】
　低温適用のためのカラーフィルターレジストは、例えば、Yoshimoto、Yasufumiにより
、“Photocurable composition containing alkali-soluble resin, color filter using
 the composition, and formation of pattern using the composition”、 日本公開特
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許公報（２００４）、ＪＰ－２００４－０８３７５４Ａ２に；及びImamura、Naotaにより
“Light-sensitive color resin composition for manufacturing color filters of liq
uid crystal displays”、日本公開特許公報（２００３）、ＪＰ－２００３－３３０１８
４Ａ２に記載されている。しかし、硬化温度を下げるために、レジスト中での追加の添加
剤（エポキシド、過酸化物）の使用が不可欠である。熱硬化工程を省くことができる手が
かりはない。
【００１１】
　本発明の目的は、カラーフィルター用の新規な感光性レジスト組成物を提供することで
ある。
【００１２】
　驚くべきことに、従来技術で用いるアクリルモノマーよりも、反応性で、高接着性だが
、より軟質でもある選択されたジアクリレートモノマーを用いることにより、解決策が見
出された。それらの選択されたジアクリレートモノマーを用いることにより、光重合によ
って約８０％の十分な架橋度をすでに達成することができ、得られた層は、後続のカラー
フィルターレジストに対する抵抗が極めて良好である。より高い架橋度を達成するために
選択されたそれらのジアクリレートモノマーを使用すると、物性、例えば優れた分散安定
性、溶解性、及び耐薬品性の維持と両立できる。ポストベーク工程を省くことの効果は明
らかである：ポストベークがないと、工程の総数が減り、製造プロセスを低費用化する。
しかし、最大の利点は、今や低温基板を用いることができることである。
【００１３】
　本発明の目的は、低温適用に関連するカラーフィルターの製造に適切な感光性レジスト
組成物を提供することである。
【００１４】
　本発明のさらに別の目的は、電子ペーパーディスプレイ装置に用いるカラーフィルター
の製造に適切な感光性レジスト組成物を提供することである。
【００１５】
　本発明の他の目的及び利点は、以下の説明から明らかになるであろう。
【００１６】
　本発明によれば、第一に、上述した本発明の目的及び利点は、（Ａ）一般式（Ｉ）：
【００１７】
【化４】

【００１８】
（式中、Ｒ1’、Ｒ1”、Ｒ2’、Ｒ2”、Ｒ3’及びＲ3”は、互いに独立して、Ｈ、Ｅで置
換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキル、Ｅで置換されていてもよい
Ｃ6～Ｃ30アリール、Ｅ、－ＳＲ5で置換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロアリール；－
ＮＲ5Ｒ6であり；
Ｒ4’は、Ｅで置換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
－ＮＲ5－、又は－ＰＯＲ5－であり；
Ｅは、－ＯＲ5、－ＳＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＣＯＮＲ5Ｒ6、－Ｃ
Ｎ、－ＯＣＯＯＲ7、又はハロゲンであり；
Ｒ5及びＲ6は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ1

8アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；又は－Ｏ－で中断さ
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れたＣ1～Ｃ18アルキルであるか；又はＲ5及びＲ6は、一緒になって５員又は６員環を形
成し、
Ｒ7は、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシで置換された
Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり
；
Ｙ’及びＹ”は、互いに独立して、－ＯＨ又はハロゲンであり；そして
Ｘ’及びＸ”は、互いに独立して、Ｏ又はＳである）のジアクリレートモノマーを含む感
光性レジスト組成物により達成することができる。
【００１９】
　好ましくは、本発明の感光性レジスト組成物は、（Ａ）一般式（ＩＩ）：
【００２０】
【化５】

【００２１】
（式中、Ｒ4’は、Ｅで置換及び／又はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ18アルキルであ
り；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
－ＮＲ5－、又は－ＰＯＲ5－であり；
Ｅは、－ＯＲ5、－ＳＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＣＯＮＲ5Ｒ6、－Ｃ
Ｎ、－ＯＣＯＯＲ7、又はハロゲンである）のジアクリレートモノマーを含む。
【００２２】
　より好ましくは、本発明の感光性レジスト組成物は、（Ａ）：
（１）グリセロール１，３－ジグリセロレートジアクリレート：
【００２３】

【化６】

【００２４】
（２）エチレングリコール及びポリ（エチレングリコール）ジグリセロレートジアクリレ
ート（式中、ｎは１～１０の整数である）：
【００２５】
【化７】

【００２６】
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ートジアクリレート：
【００２７】
【化８】

【００２８】
（４）１，３－プロピレングリコール及びポリ（プロピレングリコール）ジグリセロレー
トジアクリレート（式中、ｎは１～１０の整数である）：
【００２９】

【化９】

【００３０】
（５）１，２－プロピレングリコールジグリセロレートジアクリレート：
【００３１】

【化１０】

【００３２】
（６）１，４－ブチレングリコールジグリセロレートジアクリレート：
【００３３】

【化１１】

【００３４】
（７）１，３－ブチレングリコールジグリセロレートジアクリレート：
【００３５】
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【化１２】

【００３６】
（８）ネオペンチルグリコールジグリセロレートジアクリレート：
【００３７】

【化１３】

【００３８】
（９）１，６－ヘキサンジオールジグリセロレートジアクリレート：
【００３９】

【化１４】

【００４０】
（１０）１，９－ノナンジオールジグリセロレートジアクリレート：
【００４１】
【化１５】

【００４２】
（１１）１，４－ジメタノールシクロヘキサンジグリセロレートジアクリレート：
【００４３】
【化１６】

【００４４】
（１２）ビスフェノールＡジグリセロレートジアクリレート：
【００４５】
【化１７】

【００４６】
（１３）エトキシル化ビスフェノールＡジグリセロレートジアクリレート：
【００４７】



(11) JP 5015231 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

【化１８】

【００４８】
（１４）プロポキシル化ビスフェノールＡジグリセロレートジアクリレート：
【００４９】

【化１９】

【００５０】
よりなる群から選択されるジアクリレートモノマーを含む。
【００５１】
　ジアクリレートモノマー（Ａ）としてグリセロール１，３－ジグリセロレートジアクリ
レートを用いる場合が特に好ましい。
【００５２】
　上述したジアクリレートモノマーは、対応するジグリシジルエーテル（そのほとんどが
市販されている）から合成することができる。他のジアクリレートモノマーは、例えばAl
drichから市販されている。
【００５３】
　上述のジアクリレートモノマーは、単独でも２種以上の混合状態でも用いることができ
る。
【００５４】
　モノマーの両端にアクリレート基を有するポリグリセロール誘導体をベースとするモノ
マーは、文献で主に印刷版用の架橋剤として公知である。これらの材料はカラーフィルタ
ーの製造に関連して言及されておらず、まして、当技術分野において、それによればそれ
らが硬化のための最後の加熱工程を省くことの利点を提供するどんなヒントも示されてい
ない。
【００５５】
　カラーフィルターレジストにおいて、光架橋は、主にラジカル重合によって行われる。
光開始剤は、放射線照射され、そして発生したラジカルが例えば、多官能の（メタ）アク
リレートモノマーの二重結合と反応する。標準的なモノマーは、次の構造：
【００５６】
【化２０】

【００５７】
を有するジ（ペンタエリスリトール）ペンタアクリレートである。
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【００５８】
　従来のモノマー、例えば標準的なモノマー、ジ（ペンタエリスリトール）ペンタアクリ
レートを使用する場合、約４０～５０％の架橋度しか達成することができない。しかし、
約２００℃のポストベークを行うことによりさらなる架橋を行うことができ、９０～１０
０％の架橋度をもたらす。
【００５９】
　標準的なレジストモノマーを、反応性がより高いが官能性のより低いアクリレートモノ
マーと換えることにより、架橋度ほぼ８０％に達することができ、ポストベーク工程を不
必要にするが、そのなかで次のグリセロール１，３－ジグリセロレートジアクリレート：
【００６０】
【化２１】

【００６１】
が好ましく、代表的な例である。
【００６２】
　ポストベークなしで、このカラーフィルター製造プロセスは、不可逆な熱膨張若しくは
収縮に関する問題及び／又は電子ペーパーディスプレイ装置のカプセルの起こりうる破壊
に関する問題を伴わずに、有機箔上に用いることができる。
【００６３】
　重要なパラメータとして、ジアクリレートモノマーの反応性、及び非重合モノマーのア
ルカリ現像液（テトラメトキシアンモニウムハイドロオキサイド、ＮａＨＣＯ3など）へ
の溶解性が挙げられるが、これらに限定されない。
【００６４】
　いかなる理論にも限定されないが、両方のパラメータは、本質的に、モノマー分子中の
ヒドロキシル基の数及び位置で特定した。ヒドロキシル基は、モノマーの反応性及びその
転化率を高め、同時に材料をアルカリ性の媒体に溶解する。したがって、個々のモノマー
の構造は、光重合反応の速度及び程度に強く影響する。研究の結果、水素結合力は、両方
のモノマーのプレ組織化を介する全体的な重合速度、及び局所粘度効果のための停止阻害
を高めることが示唆されている。ヒドロキシル化系は、全体的に増加した転化率で、通常
のモノマーよりも、著しく高い重合速度を示す。例えば、Leeら, Polymer preprints 45(
2), 49-50, 2004: Influence of hydrogen bonding on the photopolymerisation rates 
of mono- and multifunctional (meth)acrylates; Jansen, J. F. G. A.; Dias, A.A.; D
orschu, M.; Coussens, B. Macromolecules  2003, 36, 3861-3873; Dickens, S. H.; St
ansbury, J. W.; Choi, K. M.; Floyd, C. J. E. Macromolecules  2003, 36, 6043-6053
; and Mathias, L. J.; Shemper, B. S.; Alirol, M.; Morizur, J.-F. Macromolecules 
2004, 37, 3231-3238を参照。類推によって、試験したモノマーは、最大の反応性及び最
適な転化率のためにＯＨ基を組み込んでいる。
【００６５】
　アクリレート基間のスペーサーの長さも重要なトポロジーパラメータである。橋の長さ
は、水素結合を介するプレ組織化を実現するのに重要なモノマー配座移動度、及び樹脂特
性に影響を及ぼす。通常、良好な接着性を有する柔軟なスペーサーが望ましい。
【００６６】
　本発明の第二の態様は、上述したジアクリレートモノマー（Ａ）を含み、さらに（Ｂ）
着色剤；（Ｃ）バインダーポリマー；及び（Ｄ）光重合開始剤を含む感光性レジスト組成
物を提供することである。
【００６７】
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　好ましくは、感光性レジスト組成物は、バインダーポリマー（Ｃ）を、着色剤（Ｂ）１
００重量部に基づいて１０～１,０００重量部の量で、ジアクリレートモノマー（Ａ）を
、バインダーポリマー（Ｃ）１００重量部に基づいて５～５００重量部の量で、そして光
重合開始剤（Ｄ）を、ジアクリレートモノマー（Ａ）の合計１００重量部に基づいて０．
０１～２００重量部の量で含む。
【００６８】
　感光性レジスト組成物は、好ましくは、溶媒約７５％、適切な分散剤で安定化された顔
料約８％、メタクリレートバインダー（メタクリル酸と脂肪族及び／又は芳香族メタクリ
レートとのコポリマー）８％、上述のジアクリレートモノマー８％、及びIrgacure（登録
商標）３６９のような光開始剤又は他の公知及び市販されている光開始剤１％を含有する
。
【００６９】
　本発明における着色剤（Ｂ）は、特定の色に限定されず、カラーフィルターの適用目的
にしたがって適切に選択される。それは有機又は無機のいずれでもよい。
【００７０】
　好ましくは、本発明の感光性レジスト組成物は、有機着色剤及びカーボンブラックより
なる群から選択される着色剤（Ｂ）を含む。
【００７１】
　有機着色剤の具体例には、染料、有機顔料、天然色素などがある。無機着色剤の具体例
は、無機顔料、「体質顔料」と呼ばれる無機塩などを含む。極めて正確な発色及び耐熱性
がカラーフィルターに必要なので、本発明で用いる着色剤は、好ましくは発色特性及び高
い耐熱性、特に高い熱分解抵抗を有する。有機着色剤及び／又はカーボンブラックが一般
に用いられ、有機顔料及び／又はカーボンブラックが特に好ましい。
【００７２】
　本発明の感光性組成物で使用できる有機顔料の例を、カラーインディックス番号と共に
以下に示す。
【００７３】
　赤色フィルターセグメントを形成するための赤色着色組成物に対して、赤色顔料、例え
ばＣ．Ｉ．ピグメントレッド７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８
：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８
、１７７、１７８、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８
、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８
、２４０、２４６、２５４、２５５、２６４又は２７２を用いることができる。黄色顔料
又は橙色顔料を赤色着色組成物中にさらに用いてもよい。
【００７４】
　黄色フィルターセグメントを形成するための黄色着色組成物に対して、黄色顔料、例え
ばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１
、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７
３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、
１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、
１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３７、
１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、
１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、
１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、
１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９９、２１３又は２１４を用いることがで
きる。
【００７５】
　橙色フィルターセグメントを形成するための橙色着色組成物に対して、橙色顔料、例え
ばＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、４３、５１、５５、５９、６１、７１又は７３を用



(14) JP 5015231 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

いることができる。
【００７６】
　緑色フィルターセグメントを形成するための緑色着色組成物に対して、緑色顔料、例え
ばＣ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６又は３７を用いることができる。黄色顔料
を、緑色着色組成物中に組み合わせてさらに用いてもよい。
【００７７】
　青色フィルターセグメントを形成するための青色着色組成物に対して、青色顔料、例え
ばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６
、１６、２２、６０又は６４を用いることができる。紫色顔料、例えばＣ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット１、１９、２３、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２又は５０を
、青色着色組成物中にさらに用いてもよい。
【００７８】
　シアンフィルターセグメントを形成するためのシアン着色組成物に対して、青色顔料、
例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：１、１５：２、１５：４、１５：３、１５：６、
１６又は８１を用いることができる。
【００７９】
　マゼンタフィルターセグメントを形成するためのマゼンタ着色組成物に対して、紫色顔
料及び赤色顔料、例えばＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１及び１９、及びＣ．Ｉ．ピグ
メントレッド１４４、１４６、１７７、１６９及び８１を用いることができる。黄色顔料
を、マゼンタ着色組成物中にさらに用いてもよい。
【００８０】
　さらに、ブラックマトリクス用黒色着色剤として、カーボンブラック、チタンブラック
、アニリンブラック、アントラキノンブラック顔料、ペリレンブラック顔料、特に、Ｃ．
Ｉ．ピグメントブラック６、７、１２、２０、３１又は３２を用いることができる。これ
らの中で、カーボンブラックが好ましい。カーボンブラックの表面を、例えば、樹脂で処
理してもよい。
【００８１】
　さらに、無機顔料の例として、酸化チタン、硫酸バリウム、硫化亜鉛、硫酸鉛、黄鉛、
亜鉛黄、弁柄（赤色酸化鉄（ＩＩＩ））、カドミウムレッド、ネイビーブルー、プルシア
ンブルー、酸化クロムグリーン、コバルトグリーン、アンバー、及び合成鉄黒が挙げられ
る。良好なコーティング特性、感度、現像特性などを確保するために、彩度と輝度のバラ
ンスをとりながら、無機顔料を有機顔料と組み合わせて用いる。
【００８２】
　本発明の感光性組成物は、色味付のために、耐熱性を下げない量で、染料を含有するこ
とができる。
【００８３】
　これらの中で、無機着色剤、カーボンブラックが特に好ましい。
【００８４】
　本発明では、上述の着色剤を単独で又は２種以上を混合して用いることができる。
【００８５】
　これらの着色剤それぞれの表面を、使用前にポリマーで変性してもよい。着色剤の表面
を変性するためのポリマーは、ＪＰ－Ａ　８－２５９８７６により開示されたポリマー（
本明細書で用いる用語「ＪＰ－Ａ」は「日本公開特許公報を意味する」）、顔料分散用市
販ポリマー又はオリゴマーなどである。ＪＰ－Ａ　８－２５９８７６の明細書は、本発明
の開示に引用する。
【００８６】
　本発明における着色剤は、必要に応じて、分散剤又は分散助剤と組み合わせて使用でき
る。
【００８７】
　分散剤の代表的な例として、ポリカルボキシレート、例えばポリウレタン及びポリアク
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リレート；不飽和ポリアミド；ポリカルボン酸の（一部の）アミン塩、アンモニウム塩及
びアルキルアミン塩；ポリシロキサン；長鎖ポリアミノアミドホスフェート；ヒドロキシ
ル基含有ポリカルボキシレート；及びこれらの変性生成物；遊離カルボン酸基を有するポ
リエステルとポリ（低級アルキレンイミン）とを反応させることにより形成されたアミド
及びその塩；など、商品名Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１３０、１０１、１６１、１６２、１６
３、１６４、１６５、１６６、１７０、２０００、２００１、２０５０など（Byk Chemie
 Japan Co., Ltd.）、ＥＦＫＡ４０４６、４０４７、４０５０ ４０５５、４０６０、４
３３０、４３４０など（EFKA Co., Ltd.）、ＳＯＬＳ　ＰＥＲＳＥ１３２４０、１３９４
０、１７０００、２４０００ＧＲ、２８０００、２００００、１２０００、２７０００、
３２０００、３２５００など（ZENEKA Co., Ltd.）が挙げられる。
【００８８】
　分散剤又は分散助剤は、例えば、カチオン、アニオン、ノニオン、若しくは両性界面活
性剤、又はシリコーン系若しくはフッ素系界面活性剤である。
【００８９】
　界面活性剤の具体例として、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、例えばポリオキシ
エチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、及びポリオキシエ
チレンオレイルエーテル；ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、例えばポリオ
キシエチレンオクチルフェニルエーテル及びポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル
；ポリエチレングリコールジエステル、例えばポリエチレングリコールジラウレート及び
ポリエチレングリコールジステアレート；ソルビタン脂肪酸エステル；脂肪酸変性ポリエ
ステル；第三級アミン変性ポリウレタン；ポリエチレンイミンなど、商品名ではＫＰ（信
越化学工業（株））、Ｐｏｌｙｆｌｏｗ（共栄社油脂化学工業（株））、Ｆ－Ｔｏｐ（ト
ーケムプロダクツ（株））、Ｍｅｇａｆａｘ（大日本インキ化学工業（株））、Ｆｌｏｒ
ａｄｅ（住友スリーエム（株））、Ａｓａｈｉ　Ｇｕａｒｄ及びＳｕｒｆｌｏｎ（旭硝子
（株））などが挙げられる。
【００９０】
　これらの分散剤は、単独で又は２種以上を混合して用いることができる。
【００９１】
　分散剤は、通常、着色剤１００重量部に基づいて、５０重量部以下、好ましくは０～３
０重量部の量で用いる。
【００９２】
　分散助剤は、顔料を、酸、塩基又はポリマーで処理することにより得られる顔料誘導体
である。分散助剤の具体例は、青色顔料誘導体、例えば銅フタロシアニン誘導体；黄色顔
料誘導体；などを含む。
【００９３】
　本発明では、バインダーポリマーとして、着色剤（Ｂ）用のバインダーとして働くなら
ば任意のバインダーポリマー（Ｃ）用いることができる。
【００９４】
　バインダーポリマーは、酸性の官能基、例えばカルボキシル基又はフェノール性ヒドロ
キシル基を含有するポリマーである。
【００９５】
　本発明におけるバインダーポリマーは、好ましくはカルボキシル基を含有するポリマー
、特に、少なくとも１個のカルボキシル基を有するエチレン性不飽和モノマー（以下、単
に「カルボキシル基含有不飽和モノマー」という）と、他の共重合性のエチレン性不飽和
モノマー（以下、単に「他の不飽和モノマー」という）とのコポリマー（以下、単に「カ
ルボキシル基含有コポリマー」という）である。
【００９６】
　カルボキシル基含有不飽和モノマーの具体例として、不飽和モノカルボン酸、例えばア
クリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、α－クロロアクリル酸、エタクリル酸及びケイ皮
酸；不飽和ジカルボン酸（無水物）、例えばマレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸、イ
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タコン酸、無水イタコン酸、シトラコン酸、無水シトラコン酸及びメサコン酸；分子中に
少なくとも３個のカルボキシル基を有する不飽和ポリカルボン酸（無水物）；非重合性の
ジカルボン酸のモノ（メタ）アクリロイルオキシアルキルエステル、例えばコハク酸のモ
ノ（２－アクリロイルオキシエチル）エステル、コハク酸のモノ（２－メタクリロイルオ
キシエチル）エステル、フタル酸のモノ（２－アクリロイルオキシエチル）エステル、及
びフタル酸のモノ（２－メタクリロイルオキシエチル）エステル；ω－カルボキシ－ポリ
カプロラクトンモノアクリレート、ω－カルボキシ－ポリカプロラクトンモノメタクリレ
ートなどが挙げられる。
【００９７】
　これらのカルボキシル基含有不飽和モノマーは、単独で又は２種以上を混合して用いる
ことができる。
【００９８】
　他の不飽和モノマーの具体例として、芳香族ビニル化合物、例えばスチレン、α－メチ
ルスチレン、ｏ－ビニルトルエン、ｍ－ビニルトルエン、ｐ－ビニルトルエン、ｏ－クロ
ロスチレン、ｍ－クロロスチレン、ｐ－クロロスチレン、ｏ－メトキシスチレン、ｍ－メ
トキシスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｐ－ビニルベンジルメチルエーテル及びｐ－ビ
ニルベンジルグリシジルエーテル；不飽和カルボキシレート、例えばメチルアクリレート
、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルア
クリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、ｉ－プロピルアクリレート、ｉ－プロピルメ
タクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｉ－ブチルアクリ
レート、ｉ－ブチルメタクリレート、ｓ－ブチルアクリレート、ｓ－ブチルメタクリレー
ト、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリ
レート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、
２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、３－ヒドロキシプロピルアクリレート、３－ヒ
ドロキシプロピルメタクリレート、２－ヒドロキシブチルアクリレート、２－ヒドロキシ
ブチルメタクリレート、３－ヒドロキシブチルアクリレート、３－ヒドロキシブチルメタ
クリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、４－ヒドロキシブチルメタクリレート
、アリルアクリレート、アリルメタクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタク
リレート、フェニルアクリレート、フェニルメタクリレート、メトキシトリエチレングリ
コールアクリレート及びメトキシトリエチレングリコールメタクリレート；不飽和アミノ
アルキルカルボキシレート、例えば２－アミノエチルアクリレート、２－アミノエチルメ
タクリレート、２－ジメチルアミノエチルアクリレート、２－ジメチルアミノエチルメタ
クリレート、２－アミノプロピルアクリレート、２－アミノプロピルメタクリレート、２
－ジメチルアミノプロピルアクリレート、２－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、
３－アミノプロピルアクリレート、３－アミノプロピルメタクリレート、３－ジメチルア
ミノプロピルアクリレート及び３－ジメチルアミノプロピルメタクリレート；不飽和グリ
シジルカルボキシレート、例えばグリシジルアクリレート及びグリシジルメタクリレート
；ビニルカルボキシレート、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル及び安
息香酸ビニル；不飽和エーテル、例えばビニルメチルエーテル、ビニルエチルエーテル、
アリルグリシジルエーテル及びメタリルグリシジルエーテル；ビニルシアニド化合物、例
えばアクリロニトリル、メタクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル及びビニリデ
ンシアニド；不飽和アミド及び不飽和イミド、例えばアクリルアミド、メタクリルアミド
、α－クロロアクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アクリルアミド、Ｎ－（２
－ヒドロキシエチル）メタクリルアミド、マレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド及びＮ－
シクロヘキシルマレイミド；脂肪族共役ジエン、例えば１，３－ブタジエン、イソプレン
及びクロロプレン；ポリマー分子鎖の末端にモノアクリロイル基又はモノメタクリロイル
基を有するマクロモノマー、例えばポリスチレン、ポリメチルアクリレート、ポリメチル
メタクリレート、ポリ－ｎ－ブチルアクリレート、ポリ－ｎ－ブチルメタクリレート及び
ポリシロキサンなどが挙げられる。
【００９９】
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　これらの他の不飽和モノマーは、単独で又は２種以上を混合して用いることができる。
【０１００】
　カルボキシル基含有コポリマー中のカルボキシル基含有不飽和モノマーの割合は、通常
５～５０wt％、より好ましくは１０～４０wt％である。カルボキシル基含有不飽和モノマ
ーの割合が５wt％未満である場合、得られた感放射線性組成物のアルカリ現像液への溶解
性が低下する傾向があり、一方この割合が５０wt％より高い場合、アルカリ現像液を用い
る現像時に、形成されたピクセルパターンが基板から剥離する傾向、又はピクセルの表面
が荒くなる傾向がある。
【０１０１】
　特に、カルボキシル基含有不飽和モノマーを上述の特定の割合で含有するカルボキシル
基含有コポリマーは、アルカリ現像液への溶解性が優れている。バインダーとしてこのコ
ポリマーを含有する感放射線性組成物においては、アルカリ現像液を用いる現像後に不溶
物が残ることは極めて少なく、基板のピクセルが形成される部分以外の領域ではステイン
又はフィルム残留物がほとんど生じず、そしてこの組成物から得られるピクセルパターン
は、アルカリ現像液に過度に溶解せず、基板への接着性に優れ、基板から剥離しない。
【０１０２】
　カルボキシル基含有コポリマーは、特に好ましくは、（１）不可欠な成分としてアクリ
ル酸及び／又はメタクリル酸を含むカルボキシル基含有不飽和モノマー、場合によっては
コハク酸のモノ（２－アクリロイルオキシエチル）エステル及び／又はコハク酸のモノ（
２－メタクリロイルオキシエチル）エステル、並びに（２）スチレン、メチルアクリレー
ト、メチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチル
メタクリレート、アリル（メタ）アクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタク
リレート、フェニルアクリレート、フェニルメタクリレート、グリセロールモノアクリレ
ート、グリセロールモノメタクリレート、Ｎ－フェニルマレイミド、ポリスチレンマクロ
モノマー及びポリメチルメタクリレートマクロモノマーよりなる群から選択される少なく
とも１種のメンバーのコポリマーである（以下、「カルボキシル基含有コポリマー（Ｉ）
」という）。
【０１０３】
　カルボキシル基含有コポリマー（Ｉ）の具体例として、２成分及び３成分コポリマー（
以下、「カルボキシル基含有コポリマー（Ｉａ）」という）、例えば（メタ）アクリル酸
／ベンジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／メチル
（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／ベンジル（メタ）
アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／メチル（メタ）アクリレート／ポリス
チレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／メチル（メタ）アクリレート
／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／ベンジ
ル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル
酸／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリ
マー、（メタ）アクリル酸／ベンジル（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリ
レート／ベンジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロー
ルモノ（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、及び（メタ
）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポ
リマー；
４成分コポリマー（以下、「カルボキシル基含有コポリマー（Ｉｂ）」という）例えば（
メタ）アクリル酸／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アク
リレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／２－ヒドロ
キシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリ
レートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／ベンジル（メタ）
アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／
フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリ
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ル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレー
トのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレ
ン／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモ
ノ（メタ）アクリレート／スチレン／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）ア
クリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／ベン
ジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ
）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリ
マー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）ア
クリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロール
モノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メ
タ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリ
レート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートの
コポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロ
キシエチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アク
リル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／フェ
ニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（
メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／
ベンジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（
メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリ
マー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）
アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリ
レートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ
）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／フェ
ニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ
）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー
、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アク
リレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロー
ルモノ（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレー
トマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）ア
クリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／Ｎ－フェ
ニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレ
ート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、及び（メタ
）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリ
メチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー；
５成分コポリマー（以下、「カルボキシル基含有コポリマー（Ｉｃ）」という）、例えば
（メタ）アクリル酸／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミ
ド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／ベンジ
ル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメタクリレートマクロモ
ノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／フェニル（メタ）アクリレート／
Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル
酸／スチレン／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメ
タクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メ
タ）アクリレート／スチレン／メチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレ
ートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチ
レン／メチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メ
タ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／メチル（メタ）ア
クリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロール
モノ（メタ）アクリレート／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベ
ンジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メ
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タ）アクリレート／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（
メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アク
リレート／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイ
ミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチ
レン／ベンジル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（
メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル
／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレートの
コポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／
ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリ
ル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレー
ト／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ
（メタ）アクリレート／スチレン／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリ
レートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ
）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチ
レン／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロール
モノ（メタ）アクリレート／スチレン／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマ
レイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／
スチレン／フェニル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、
（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／フェニル（メ
タ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）ア
クリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（
メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／スチレン／Ｎ－フェニルマ
レイミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロー
ルモノ（メタ）アクリレート／スチレン／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメタクリ
レートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）ア
クリレート／メチル（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート
／ベンジル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ
（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル
（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グ
リセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）
アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハ
ク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メ
タ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレートのコポ
リマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）
アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、
（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレ
ート／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メ
タ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート
／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマ
ー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エ
ステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／フェニ
ル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）
アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェ
ニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレ
ート／メチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマク
ロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート
／メチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレ
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ートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）
アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル
（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グ
リセロールモノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレ
イミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロール
モノ（メタ）アクリレート／メチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポ
リメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロー
ルモノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（
メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸
／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモ
ノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ
）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレ
ート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ
－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）ア
クリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレー
ト／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ
（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）
アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリ
ル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロー
ルモノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（
メタ）アクリレートのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アク
リレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート
／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ
）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリ
レート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロール
モノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／フェニル（メ
タ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）ア
クリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フ
ェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリ
レート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリス
チレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）ア
クリレート／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポ
リメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸の
モノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）ア
クリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレートのコポリマ
ー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）ア
クリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、
（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリ
レート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（
メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレ
ート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポ
リマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル
］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／
Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メ
タ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／ベ
ンジル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アク
リル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロ
ールモノ（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／ポリメチルメタクリレ
ートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アク
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リレート／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレンマク
ロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ（メタ）アクリレート
／ベンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメタクリレート
マクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アク
リロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／フェニル（
メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハ
ク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メ
タ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／ポリスチレンマクロモノマーのコポ
リマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル
］エステル／グリセロールモノ（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／
ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロ
ールモノ（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミ
ド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／グリセロールモノ
（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリ
メチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／コハク酸のモ
ノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グリセロールモノ（メタ）アク
リレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリマー、（メタ
）アクリル酸／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／グ
リセロールモノ（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメタクリレ
ートマクロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／Ｎ－フェニルマレイミド／スチ
レン／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］エステル／ベンジル（
メタ）アクリレートのコポリマー、及び（メタ）アクリル酸／Ｎ－フェニルマレイミド／
スチレン／アリル（メタ）アクリレート／コハク酸のモノ［２－（メタ）アクリロイルオ
キシエチル］エステルのコポリマー；並びに
６成分コポリマー（以下、「カルボキシル基含有コポリマー（Ｉｄ）」という）、例えば
（メタ）アクリル酸／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベンジル
（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレンマクロモノマーのコポリ
マー、（メタ）アクリル酸／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート／ベ
ンジル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリメチルメタクリレートマク
ロモノマーのコポリマー、（メタ）アクリル酸／スチレン／２－ヒドロキシエチル（メタ
）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／ポリスチレ
ンマクロモノマーのコポリマー、及び（メタ）アクリル酸／スチレン／２－ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート／フェニル（メタ）アクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド／
ポリメチルメタクリレートマクロモノマーのコポリマーが挙げられる。
【０１０４】
　カルボキシル基含有コポリマー（Ｉ）は、単独で又は２種以上を混合して用いることが
できる。本発明では、場合によっては、少なくとも１種の他のバインダーポリマーをカル
ボキシル基含有コポリマー（Ｉ）と組み合わせて用いることができる。
【０１０５】
　バインダーポリマーは、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ：溶媒テトラヒドロフラ
ン）により測定したポリスチレン換算重量平均分子量（以下、単に「重量平均分子量」と
いう）３,０００～３００,０００、より好ましくは５，０００～１００，０００を有する
のが好ましい。重量平均分子量対数平均分子量の比は、好ましくは１～５、より好ましく
は１．５～４、さらに好ましくは２～３．５である。
【０１０６】
　このような特定の重量平均分子量を有するバインダーポリマーを用いることにより、優
れた現像性を有する感放射線性組成物を得ることができ、これにより鮮明なパターンエッ
ジを有するピクセルアレイを形成することができ、そして現像の時には、基板のピクセル
が形成される部分以外の領域にはステイン、フィルム残留物などがほとんど生じない。
【０１０７】
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　本発明で用いるバインダーポリマーの量は、通常、着色剤（Ｂ）１００重量部に基づい
て、１０～１，０００重量部、好ましくは２０～５００重量部である。
【０１０８】
　本発明で用いる用語「光重合開始剤（Ｄ）」とは、成分（Ａ）の重合を開始しうるラジ
カル、カチオン又はアニオン活性種を、露光によって起こる結合の分解又は開裂により、
形成する化合物を意味する。
【０１０９】
　光重合開始剤は、ビイミダゾール環を有する化合物、ベンゾイン系化合物、アセトフェ
ノン系化合物、ベンゾフェノ系化合物、α－ジケトン系化合物、多核キノン系化合物、キ
サントン系化合物、又はトリアジン系化合物（以下、「ビイミダゾール環を有する化合物
など」という）である。
【０１１０】
　ビイミダゾール系化合物（１）及びビイミダゾール系化合物（２）の具体例は、以下の
通りである。
【０１１１】
　ビイミダゾール系化合物（１）として、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，
４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダ
ゾール、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４
－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－ク
ロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－フェノキシカルボニルフェニル
）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４
’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾ
ール、２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス
（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２
，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－フェノキシカルボニ
ルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリクロロフ
ェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル）－１，
２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’
，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾー
ル、２，２’－ビス（２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ
キス（４－フェノキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビ
ス（２－シアノフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニル
フェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－シアノフェニル）－４，
４’，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダ
ゾール、２，２’－ビス（２－シアノフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４
－フェノキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－
メチルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル
）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－メチルフェニル）－４，４’，５
，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、
２，２’－ビス（２－メチルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－フェノ
キシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－エチルフ
ェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル）－１，
２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－エチルフェニル）－４，４’，５，５’－
テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’
－ビス（２－エチルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－フェノキシカル
ボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－フェニルフェニル
）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－メトキシカルボニルフェニル）－１，２’－
ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－フェニルフェニル）－４，４’，５，５’－テト
ラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビ
ス（２－フェニルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－フェノキシカルボ
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ニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾールなどが挙げられる。
【０１１２】
　ビイミダゾール系化合物（２）として、２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）
－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（
２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－
ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジブロモフェニル）－４，４’，５，５’－
テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリブロモ
フェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２
’－ビス（２，４－ジシアノフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２
’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリシアノフェニル）－４，４’，
５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２
，２’－ビス（２，４，６－トリメチルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニ
ル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジエチルフェニル）－４，４
’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，
６－トリエチルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダ
ゾール、２，２’－ビス（２，４－ジフェニルフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ
フェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリフェニルフェ
ニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾールが挙げられる
。
【０１１３】
　これらのうち、特に好ましいビイミダゾール系化合物（１）は、２，２’－ビス（２－
クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル
）－１，２’－ビイミダゾール及び２，２’－ビス（２－ブロモフェニル）－４，４’，
５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール
である。これらのうち、特に好ましいビイミダゾール系化合物（２）は、２，２’－ビス
（２，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイ
ミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’，５，５’
－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジブロモフェ
ニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール及び２，２’
－ビス（２，４，６－トリブロモフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１
，２’－ビイミダゾールである。
【０１１４】
　ビイミダゾール系化合物（１）及びビイミダゾール系化合物（２）は、溶媒への溶解性
に優れ、不溶物及び析出物のような異物を生じない。さらに、それらは感度が高く、少量
のエネルギーの露光により硬化反応を十分に促進し、高いコントラストを与え、未露光部
分での硬化反応がない。したがって、これらの化合物の露光されたコーティングフィルム
は、現像液に不溶性の硬化部分と、現像液に高い溶解性の未硬化部分とに明確に分かれ、
これによりピクセルパターンの部分的若しくは完全な欠落又はアンダーカットのないカラ
ーフィルターを形成することを可能にする。
【０１１５】
　ベンゾイン系化合物の具体例として、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾ
インエチルエーテル、ベンゾインｉ－プロピルエーテル、ベンゾインｉ－ブチルエーテル
、メチル－２－ベンゾイルベンゾエートなどが挙げられる。
【０１１６】
　アセトフェノン系化合物の具体例として、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフ
ェノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－（４－ｉ
－プロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、４－（２－ヒ
ドロキシエトキシ）フェニル－（２－ヒドロキシ－２－プロピル）ケトン、２，２－ジメ
トキシアセトフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、２－メチル－（４－メチル
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チオフェニル）－２－モルホリノ－１－プロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチ
ルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘ
キシルフェニルケトン、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オンなど
が挙げられる。
【０１１７】
　ベンゾフェノン系化合物の具体例として、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフ
ェノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンなどが挙げられる。
【０１１８】
　α－ジケトン系化合物の具体例として、ジアセチル、ジベンゾイル、メチルベンゾイル
ホルメートなどが挙げられる。
【０１１９】
　多核キノン系化合物の具体例として、アントラキノン、２－エチルアントラキノン、２
－ｔ－ブチルアントラキノン、１，４－ナフトキノンなどが挙げられる。
【０１２０】
　キサントン系化合物の具体例として、キサントン、チオキサントン、２－クロロチオキ
サントンなどが挙げられる。
【０１２１】
　トリアジン系化合物の具体例として、１，３，５－トリス（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、１，３－ビス（トリクロロメチル）－５－（２’－クロロフェニル）－ｓ－
トリアジン、１，３－ビス（トリクロロメチル）－５－（４’－クロロフェニル）－ｓ－
トリアジン、１，３－ビス（トリクロロメチル）－５－（２’－メトキシフェニル）－ｓ
－トリアジン、１，３－ビス（トリクロロメチル）－５－（４’－メトキシフェニル）－
ｓ－トリアジン、２－（２’－フリルエチリデン）－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２－（４’－メトキシスチリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル
）－ｓ－トリアジン、２－（３’、４’－ジメトキシスチリル）－４，６－ビス（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４’－メトキシナフチル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（２’－ブロモ－４’－メチルフェニル）－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（２’－チオフェニルエチリデン
）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジンなどが挙げられる。
【０１２２】
　上述のベンゾイン系化合物、アセトフェノン系化合物、ベンゾフェノン系化合物、α－
ジケトン系化合物、多核キノン系化合物、キサントン系化合物及びトリアジン系化合物（
以下、「ベンゾイン系化合物など」という）のうち、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－
フェニルプロパン－１－オン、２－メチル－（４－メチルチオフェニル）－２－モルホリ
ノ－１－プロパン－１－オン及び２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホ
リノフェニル）ブタン－１－オンが好ましく、それは形成されたピクセルパターンが現像
の時に基板からほとんど剥離せず、ピクセル強度及び感度が高いからである。
【０１２３】
　本発明では、ビイミダゾール環を有する化合物などを、単独で又は２種以上を組み合わ
せて用いることができる。
【０１２４】
　本発明では、ビイミダゾール環を有する化合物などを、増感剤、硬化促進剤、及び必要
に応じてポリマー化合物で構成される光架橋剤又は光増感剤（以下、「ポリマー光架橋／
増感剤」という）よりなる群から選択されるメンバー少なくとも１種と組み合わせて使用
できる。
【０１２５】
　増感剤の具体例として、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４’
－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、４－ジエチルアミノアセトフェノン、４－ジ
メチルアミノプロピオフェノン、エチル－４－ジメチルアミノベンゾエート、２－エチル
ヘキシル－１，４－ジメチルアミノベンゾエート、２，５－ビス（４’－ジエチルアミノ
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ベンザル）シクロヘキサノン、７－ジエチルアミノ－３－（４－ジエチルアミノベンゾイ
ル）クマリン、４－（ジエチルアミノ）カルコンなどが挙げられる。
【０１２６】
　硬化促進剤の具体例として、連鎖移動剤、例えば２－メルカプトベンゾイミダゾール、
２－メルカプトベンゾチアゾール、２－メルカプトベンゾオキサゾール、２，５－ジメル
カプト－１，３，４－チアジアゾール、２－メルカプト－４，６－ジメチルアミノピリジ
ン、１－フェニル－５－メルカプト－１Ｈ－テトラゾール、３－メルカプト－４－メチル
－４Ｈ－１，２，４－トリアゾールなどが挙げられる。
【０１２７】
　さらに、ポリマー光架橋／増感剤は、光架橋剤及び／又は光増感剤として働きうる官能
基を主鎖及び／又は側鎖中に有するポリマー化合物である。ポリマー光架橋／増感剤の具
体例として、４－アジドベンズアルデヒドとポリビニルアルコールの縮合物、４－アジド
ベンズアルデヒドとフェノールノボラック樹脂の縮合物、４－アクリロイルフェニルシン
ナモイルエステルのホモポリマー及びコポリマー、１，４－ポリブタジエン、１，２－ポ
リブタジエンなどが挙げられる。
【０１２８】
　上述の増感剤、硬化促進剤、及びポリマー光架橋／増感剤のうちで、４，４’－ビス（
ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン及
び２－メルカプトベンゾチアゾールが好ましく、それは形成されたピクセルパターンが現
像の時に基板からほとんど剥離せず、そしてピクセル強度及び感度が高いからである。
【０１２９】
　本発明では、光重合開始剤は、特に好ましくは、ビイミダゾール系化合物（１）及びビ
イミダゾール系化合物（２）よりなる群から選択される少なくとも１種と、アセトフェノ
ン系化合物及び／又はベンゾフェノン系化合物との組み合わせである。
【０１３０】
　特に好ましい上述の組み合わせの例は、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，
４’，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダ
ゾール／４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンの組み合わせ；２，２’－ビ
ス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニル
フェニル）－１，２’－ビイミダゾール、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェ
ノン／２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１
－オンの組み合わせ；２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テ
トラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール／４，４’－
ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン／１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン
の組み合わせ；２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラキ
ス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール／４，４’－ビス（
ジメチルアミノ）ベンゾフェノン／１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン／２－
メルカプトベンゾチアゾールの組み合わせ；２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル
）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール／４，４’－ビス
（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンの組み合わせ；２，２’－ビス（２，４－ジブロモフ
ェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール／４，４’
－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン／２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（
４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オンの組み合わせ；２，２’－ビス（２，４－ジ
ブロモフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール／
４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン／１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトンの組み合わせ；２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５
，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール／４，４’－ビス（ジエチルアミノ
）ベンゾフェノン／２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル
）ブタン－１－オン／２－メルカプトベンゾチアゾールの組み合わせ；２，２’－ビス（
２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－
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ビイミダゾール／４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン／１－ヒドロキシシ
クロヘキシルフェニルケトン／２－メルカプトベンゾチアゾールの組み合わせ；及び２，
２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，
２’－ビイミダゾール／２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェ
ニル）ブタン－１－オンの組み合わせを含む。
【０１３１】
　本発明では、ベンゾイン系化合物などの合計量が、光重合開始剤の全量に基づいて、好
ましくは８０wt％以下、増感剤と硬化促進剤の合計量は、光重合開始剤の全量に基づいて
、好ましくは８０wt％以下であり、そしてポリマー光架橋／増感剤の量は、ビイミダゾー
ル系化合物（１）とビイミダゾール系化合物（２）との合計１００重量部に基づいて、通
常２００重量部以下、好ましくは０．０１～２００重量部、より好ましくは５０～１８０
重量部である。
【０１３２】
　本発明における光重合開始剤の量は、成分（Ａ）の合計１００重量部に基づいて、通常
０．０１～２００重量部、好ましくは１～１２０重量部、特に好ましくは１～５０重量部
である。光重合開始剤の量が０．０１重量部よりも少ないと、露光による硬化が不十分で
あり、その結果ピクセルパターンが部分的に若しくは完全に欠落するか、又はアンダーカ
ットされる恐れがある。一方、この量が２００重量部より多いと、形成されたピクセルパ
ターンが現像の時に基板から剥離しやすく、そしてピクセルが形成される部分以外の領域
にステイン又はフィルム残留物が生成しやすくなる。
【０１３３】
　本発明の感光性レジスト組成物は、必要に応じて、さらに、種々の添加剤を含有するこ
とができる。
【０１３４】
　本発明の感光性レジスト組成物は、組成物の経時的な粘度を安定させるために、貯蔵安
定剤を含有することができる。貯蔵安定剤の例として、第四級アンモニウムクロリド、例
えばベンジルトリメチルクロリド及びジエチルヒドロキシアミン、有機酸、例えば乳酸及
びシュウ酸並びにこれらのメチルエーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、有機ホスフィン
、例えばテトラエチルホスフィン及びテトラフェニルホスフィン、及び亜リン酸の塩が挙
げられる。貯蔵安定剤は、着色剤の重量に基づいて、０．１％～１０％の量だけ用いるこ
とができる。
【０１３５】
　添加剤の具体例として、青色顔料誘導体、例えば銅フタロシアニン誘導体及び黄色顔料
誘導体用分散助剤；充填剤、例えばガラス及びアルミナ；ポリマー化合物、例えばポリビ
ニルアルコール、ポリエチレングリコールモノアルキルエーテル及びポリ（フルオロアル
キルアクリレート）；界面活性剤、例えばノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、及
びアニオン界面活性剤；結合促進剤、例えばビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエト
キシシラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）
－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノ
プロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキ
シプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２
－（３,４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピル
メチルジメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリルオキ
シプロピルトリメトキシシラン及び３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン；酸化防
止剤、例えば２，２－チオビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）及び２，６－
ジ－ｔ－ブチルフェノール；紫外線吸収剤、例えば２－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－
２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール及びアルコキシベンゾフェノ
ン；及び凝集防止剤、例えばポリアクリル酸ナトリウムが挙げられる。
【０１３６】
　成分（Ｂ）を除く本発明の感光性レジスト組成物の上述の成分は全て、通常、適切な溶
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媒に溶解して液体組成物を調製する。
【０１３７】
　それらが分散又は溶解可能で、かつ成分及び添加剤と反応せず、そして適切な揮発性を
有するならば、任意の溶媒を許容できる。
【０１３８】
　溶媒の具体例として、（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテル、例えばエ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエ
ーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチ
ルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ
エチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジプロピレング
リコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル及び
トリプロピレングリコールモノエチルエーテル；（ポリ）アルキレングリコールモノアル
キルエーテルアセテート、例えばエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エ
チレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエー
テルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリ
コールモノメチルエーテルアセテート及びプロピレングリコールモノエチルエーテルアセ
テート；他のエーテル、例えばジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリ
コールメチルエチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル及びテトラヒドロ
フラン；ケトン、例えばメチルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン及び３
－ヘプタノン；アルキルラクテート、例えばメチル２－ヒドロキシプロピオネート及びエ
チル２－ヒドロキシプロピオネート；他のエステル、例えばメチル２－ヒドロキシ－２－
メチルプロピオネート、エチル２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオネート、メチル３－
メトキシプロピオネート、エチル３－メトキシプロピオネート、メチル３－エトキシプロ
ピオネート、エチル３－トキシプロピオネート、エチルエトキシアセテート、エチルヒド
ロキシアセテート、メチル２－ヒドロキシ－３－メチルブチレート、３－メチル－３－メ
トキシブチルアセテート、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、エチルアセ
テート、ｎ－プロピルアセテート、ｉ－プロピルアセテート、ｎ－ブチルアセテート、ｉ
－ブチルアセテート、ｎ－アミルアセテート、ｉ－アミルアセテート、ｎ－ブチルプロピ
オネート、エチルブチレート、ｎ－プロピルブチレート、ｉ－プロピルブチレート、ｎ－
ブチルブチレート、メチルピルビン酸、エチルピルビン酸、ｎ－プロピルピルビン酸、メ
チルアセトアセテート、エチルアセトアセテート及びエチル２－オキソブチレート；芳香
族炭化水素、例えばトルエン及びキシレン；カルボン酸アミド、例えばＮ－メチルピロリ
ドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、及びＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドなどが挙げら
れる。
【０１３９】
　これらの溶媒は、単独で又は２種以上の混合状態で用いることができる。
【０１４０】
　高沸点溶媒、例えばベンジルエチルエーテル、ジヘキシルエーテル、アセトニルアセト
ン、イソホロン、カプロン酸、カプリル酸、１－オクタノール、１－ノナノール、ベンジ
ルアルコール、ベンジルアセテート、エチルベンゾエート、ジエチルオキサレート、ジエ
チルマレエート、γ－ブチロラクトン、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート
、及びエチレングリコールモノフェニルエーテルアセテートを、溶媒と組み合わせて使用
できる。
【０１４１】
　これらの高沸点溶媒は、単独で又は２種以上の混合状態で用いることができる。
【０１４２】
　上述の溶媒のうち、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレング
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リコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセ
テート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、
３－ヘプタノン、エチル２－ヒドロキシプロピオネート、３－メチル－３－メトキシブチ
ルプロピオネート、エチル３－メトキシプロピオネート、メチル３－エトキシプロピオネ
ート、エチル３－エトキシプロピオネート、ｎ－ブチルアセテート、ｉ－ブチルアセテー
ト、ｎ－アミルアセテート、ｉ－アミルアセテート、ｎ－ブチルプロピオネート、エチル
ブチレート、ｉ－プロピルブチレート、ｎ－ブチルブチレート及びエチルピルビン酸が、
溶解性、顔料分散性及びコーティング特性の観点から好ましく、上述の高沸点溶媒のうち
、γ－ブチロラクトンが好ましい。
【０１４３】
　本発明における溶媒の量は、通常、バインダーポリマー（Ｃ）１００重量部に基づいて
、１００～１０，０００重量部、好ましくは５００～５，０００重量部である。
【０１４４】
　本発明の感光性組成物は、溶剤現像型又はアルカリ現像型の着色レジストの形態で製造
することができる。レジストは、着色剤、例えば顔料、及び上述したさらなる物質を分散
することにより製造することができる。本発明の感光性組成物から、５μｍ以上、好まし
くは１μｍ以上、さらに好ましくは０．５μｍ以上の大きな粒子及び雑多のダストを、例
えば、遠心分離、焼結フィルター又はメンブランフィルターによって除去するのが好まし
い。
【０１４５】
　本発明の第３の態様は、コーティングフィルムを提供することである。コーティングフ
ィルムは、上述したバインダーポリマー（Ｃ）、ジアクリルモノマー（Ａ）、光重合開始
剤（Ｄ）、及び着色剤（Ｂ）を含む着色感光性レジスト組成物を含む。
【０１４６】
　好ましくは、着色剤（Ｂ）は、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、９、１４、４１、４８：
１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２、１
２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１８０、１８４、１８５、１８７、１
９２、２００、２０２、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２
２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４６、２５４、２５５、２６４若しくは２７
２又はこれらの混合物よりなる群から選択される赤色顔料を含む。コーティングフィルム
中の赤色顔料の好ましい含有量は０．０２～１．５ｇ／ｍ２である。
【０１４７】
　着色剤が、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６若しくは３７又はこれらの混合
物よりなる群から選択される緑色顔料を含み、コーティングフィルム中の緑色顔料の含有
量が、０．０２～１．５ｇ／ｍ２であるコーティングフィルムも好ましい。
【０１４８】
　同様に、着色剤が、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、１５、１５：１、１５：２、１５：
３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０若しくは６４又はこれらの混合物よりなる群
から選択される青色顔料を含み、コーティングフィルム中の青色顔料含有量が、０．０２
～１．５ｇ／ｍ２であるコーティングフィルムが好ましい。
【０１４９】
　本発明の第３の態様は、カラーフィルターを提供することである。本発明のカラーフィ
ルターは、本発明の感光性組成物を用いて形成したフィルターセグメントを少なくとも１
つ有する。カラーフィルターには、少なくとも１つの赤色フィルターセグメント、少なく
とも１つの緑色フィルターセグメント、及び少なくとも１つの青色フィルターセグメント
を含む加法混色型、並びに少なくとも１つのマゼンタフィルターセグメント、少なくとも
１つのシアンフィルターセグメント、及び少なくとも１つの黄色フィルターセグメントを
含む減法混色型がある。赤色フィルターセグメントを形成する赤色着色感光性組成物、緑
色フィルターセグメントを形成する緑色着色感光性組成物、及び青色フィルターセグメン
トを形成する青色着色感光性組成物にそれぞれ用いる顔料は、すでに記載した。同様に、
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マゼンタフィルターセグメントを形成するマゼンタ着色感光性組成物、シアンフィルター
セグメントを形成するシアン着色感光性組成物、及び黄色フィルターセグメントを形成す
る黄色着色感光性組成物にそれぞれ用いる顔料は、すでに記載した。
【０１５０】
　好ましくは、本発明のカラーフィルターは、赤色感光性レジスト層、緑色感光性レジス
ト層、及び青色感光性レジスト層を含み； 
（ｉ）赤色感光性レジスト層は、上述したコーティングフィルムを含み、着色剤（Ｂ）が
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８
：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８
、１７７、１７８、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８
、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８
、２４０、２４６、２５４、２５５、２６４若しくは２７２又はこれらの混合物よりなる
群から選択される赤色顔料を含み、コーティングフィルム中の赤色顔料の含有量が０．０
２～１．５ｇ／ｍ２であり；
（ｉｉ）緑色感光性レジスト層は、上述したコーティングフィルムを含み、着色剤（Ｂ）
が、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６若しくは３７又はこれらの混合物よりな
る群から選択される緑色顔料を含み、コーティングフィルム中の緑色顔料の含有量が０．
０２～１．５ｇ／ｍ２であり；そして
（ｉｉｉ）青色感光性レジスト層は、上述したコーティングフィルムを含み、着色剤（Ｂ
）が、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、
１５：６、１６、２２、６０若しくは６４又はこれらの混合物よりなる群から選択される
青色顔料を含み、コーティングフィルム中の青色顔料の含有量が０．０２～１．５ｇ／ｍ
２である。
【０１５１】
　本発明の第４の態様は、カラーフィルターを製造する方法を提供することである。本方
法は、：（ａ）感光性レジスト層を形成する工程；（ｂ）感光性レジスト層を露光する工
程；次いで（ｃ）感光性レジスト層を現像する工程を含み；感光性レジスト層は上述した
感光性レジスト組成物を含む。
【０１５２】
　本発明のカラーフィルターは、それぞれのフィルターセグメントを、透明基板上に、本
発明の感光性組成物を用いて、フォトリソグラフィの方法で形成することにより製造する
ことができる。
【０１５３】
　透明基板として、ガラス板又は樹脂板、例えばポリカーボネート、ポリメチルメタクリ
レート及びポリエチレンテレフタレートを用いることができる。
【０１５４】
　フォトリソグラフィ法によるそれぞれのカラーフィルターセグメントの形成は、次の方
法によって行うことができる。すなわち、溶剤現像型又はアルカリ現像型着色レジストの
形態で調製した感光性組成物を、透明基板上に、コーティング方法、例えばスプレーコー
ティング、スピンコーティング、スリットコーティング、又はロールコーティングによっ
て、乾燥時の厚さ０．２～５μｍにコーティングする。次いで、乾燥したコーティング上
に、接触状態又は非接触状態で、コーティング上に与えられた所定のパターンを有するマ
スクを通して、紫外線露光を行う。次いで、コーティングを溶剤又はアルカリ現像液に浸
漬するか、又は例えば、現像液をスプレーを用いてコーティング上に噴霧することにより
、非硬化部分を除去する。他の色についても同様の操作を繰り返し、カラーフィルターを
製造する。フォトリソグラフィ法は、印刷法により製造したものよりも高い精度を持つカ
ラーフィルターを製造することができる。
【０１５５】
　アルカリ現像液として、例えば、炭酸ナトリウム又は水酸化ナトリウムの水溶液を用い
ることができる。また、有機アルカリ、例えばジメチルベンジルアミン又はトリエタノー
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ルアミンを用いることができる。消泡剤又は界面活性剤を現像液に加えることができる。
【０１５６】
　さらに、紫外線露光の感度を高めるために、コーティングされ乾燥された着色レジスト
上に、水溶性又はアルカリ可溶性の樹脂、例えばポリビニルアルコール又は水溶性アクリ
ル樹脂をコーティングし、次いでコーティングされた樹脂を乾燥して、酸素により起こる
重合阻害を防ぐフィルムを形成した後で、紫外線露光を行うこともできる。
【０１５７】
　本発明の感光性レジスト組成物を用いるカラーフィルターを形成する方法のより詳細な
説明を、続いて示す。
【０１５８】
　最初に、透明基板の表面上に、光散乱層を形成して、ピクセルを形成する部分を画定す
る。例えば、分散された赤色顔料を有する液体感光性レジスト組成物を、この基板上にコ
ーティングしてコーティングフィルムを形成する。その後、コーティングフィルムにフォ
トマスクを介して放射線露光し、アルカリ現像液で現像して、コーティングフィルムの未
露光部分を溶解除去して、所定のパターンで配列された赤色ピクセルのアレイを形成する
。
【０１５９】
　その後、分散された緑色及び青色顔料を有する液体感光性レジスト組成物を、上述と同
じ方法で、コーティングし、露光し、現像して、緑色ピクセル及び青色ピクセルのアレイ
を、同一基板上に逐次的に形成する。こうして、基板上に配列された３つの赤色、緑色及
び青色ピクセルのアレイを有するカラーフィルターが得られる。
【０１６０】
　カラーフィルターを形成するのに用いる透明基板は、ガラス、シリコン、ポリカーボネ
ート、ポリエステル、芳香族ポリアミド、ポリアミドイミド、ポリイミドなどから製造さ
れる。透明基板は、適切な前処理、例えば、シランカップリング剤などを用いる化学処理
、プラズマ処理、イオンプレーティング、スパッタリング、ガス蒸気反応プロセス又は真
空蒸着に付すことができる。
【０１６１】
　液体感放射線性組成物を透明基板上にコーティングするために、回転コーティング、キ
ャストコーティング、ロールコーティングなどを適切に使用することができる。
【０１６２】
　乾燥後のコーティングフィルムの厚さは、通常０．１～１０μｍ、好ましくは０．２～
５．０μｍ、特に好ましくは０．２～３．０μｍである。
【０１６３】
　カラーフィルターを形成するのに用いる放射線は、可視光線、紫外線、遠紫外線、電子
ビーム、Ｘ線などから選択される。１９０～４５０ｎｍの波長を有するのが好ましい。
【０１６４】
　放射線の照射エネルギーは、好ましくは１～１，０００ｍＪ／ｃｍ２である。
【０１６５】
　アルカリ現像液としては、炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸
化テトラメチルアンモニウム、コリン、１，８－ジアザビシクロ－［５．４．０］－７－
ウンデセン、１，５－ジアザビシクロ－［４．３．０］－５－ノネンなどの水溶液が好ま
しい。
【０１６６】
　アルカリ現像液は、水溶性有機溶媒、例えばメタノール又はエタノール、及び界面活性
剤を適切な量で含有することができる。アルカリ現像液は通常、水で洗い落とされる。
【０１６７】
　現像は、シャワー現像、スプレー現像、ディップ現像、パドル現像などにより、常温で
、５～３００秒行う。
【０１６８】
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　このように形成されたカラーフィルター（これも本発明の態様である）は、カラー液晶
ディスプレイ装置、カラー撮像素子、カラーセンサなどに極めて有効である。
【０１６９】
　このように形成されたカラーフィルターの、電子ペーパーディスプレイ装置における使
用が特に好ましい。さらに、本発明の別の態様は、このように形成されたカラーフィルタ
ー少なくとも１つを含む電子ペーパーディスプレイ装置を提供することである。
【０１７０】
　上述したように、感光性レジスト組成物は、低温基板及び／又はディスプレイ、例えば
電子ペーパーに関連するカラーフィルターの製造に特に適切である。
【０１７１】
　しかし、基本的に、ガラス以外の基板を使用する、全ての軟質ディスプレイは、低温カ
ラーフィルター法が必要である。インクジェット、直接印刷などのように、パターニング
の必要がない、新規なこれから現れる技術も、コーティングされたピクセルを硬化する必
要がある（溶剤除去、硬化など）。例えばインクジェットは、多くの場合、熱硬化の代わ
りに放射線硬化を使用する（例えば、Yoshihiroら、ＪＰ－２００２－３７１２１６を参
照）。これらの技術に対しても、本発明のジアクリレートモノマーは強い利点をもたらす
。
【０１７２】
　したがって、本発明の好ましい実施態様は、上述した本発明の感光性レジスト組成物を
用いるカラーフィルターを製造するための、フィルター材料を印刷する方法に関する。デ
ィスプレイ、例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）用のカラーフィルターを製造するための
、赤色、緑色、及び青色フィルター材料の印刷を伴う特定の適用を見い出した。しかし、
本発明の方法が、他のタイプのディスプレイ、ディスプレイ装置などの用途のためのカラ
ーフィルターの製造にも適用できることは明らかであろう。
【０１７３】
　したがって、目的は、送達される指定されたセルからのインクの流れを防止するための
物理的バリヤを用いることにより、着色インクを所定の位置に付着するために、インクジ
ェット印刷システムをうまく用いる手段を提供することにより、液晶又は類似のディスプ
レイに用いるカラーフィルターを製造することである。着色インクは、極めて正確なやり
方で、インクジェットプロセスにより、又は着色熱可塑性プラスチック若しくはワックス
のいずれかが基板上に送達されるフォトコピーのようなプロセスによって、付着すること
ができる（これらの装置の解像度は、カラーフィルターに対する必要条件より高いので）
。バックグラウンドは色で完全に飽和されること、及び平滑な色の移り変わりを作るため
に一つの色ドットから次への良好な連続があることが確実になる。各色及び黒色マトリッ
クスの間の移り変わりが鮮明で、色は分れて純粋なままである。
【０１７４】
　高くした黒色マスクをガラス又はポリマーのシート上に置くために、リソグラフィの工
程又は高解像度印刷工程を用いることによって、インク又はトナーを入れるためのダムを
本質的に形成することができる。次いで、カラーフィルターは、インクジェット又はレー
ザプリンター機構を用いて「印刷される」。このようなプロセスを用いて、アラインメン
トマークなどを提供し、並びに色の混合を防止する働きもして純粋な色及び極めてきれい
な色の間の区別を確実にするただ一つのリソグラフィの工程が必要とされる。このプロセ
スについて、効果的に働くために、黒色マトリックス（マスク）の厚さは、現在のＬＣＤ
に見られるものより著しく厚くなければならないということが重要である。物理的バリヤ
は、液体の動きを防止し、ダム、表面ぬれ現象などを含むことができる任意の手段を意味
することができる。この発明はＬＣＤ用の将来のピクセル寸法に対して有効であることに
気をつけなければならない。
【０１７５】
　本発明をさらに具体的に説明することを目的に以下に実施例を示すが、これらは限定と
みなされるものではない。
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【０１７６】
実施例
　フォトレジストの溶媒、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭ
ＥＡ）中の未硬化サンプルを用いて、超音波浴中、室温で試験を行った。標準的なレジス
トは、１５分後、ほぼ完全に破壊された。本発明によるレジストは、超音波浴中、２時間
後に、微量の損傷しか示さなかった。
【０１７７】
　さらなる試験として、最大温度９０℃で露光した完全なカラーフィルターを製造した。
【０１７８】
実施例１
　ＩｒｇａｐｈｏｒレッドＢＴ－ＣＦ　１ｇを、ＥＦＫＡ４３４０　１ｇ、一般的なバイ
ンダー（メタクリル酸と芳香族メタクリレートのコポリマー）のＰＧＭＥＡ中の２５％溶
液　３．２ｇ、及びＰＧＭＥＡ　７ｇと混合した。３０ｇのジルコンビーズを加え、混合
物をＳｋａｎｄｅｘ中で少なくとも５時間振盪した。この後ビーズを分離し、グリセロー
ル１，３－ジグリセロレートジアクリレート（ＧＤＤＡ； Aldrich）１ｇ、ＰＧＭＥＡ　
３ｇ、及びＩｒｇａｃｕｒｅ３６９　０．１ｇを加えた。オープンスピンコータ中で、こ
の混合物をポリエチレン（ＰＥ）基板上に、８００rpmで３０秒スピンし、自然乾燥した
。
【０１７９】
　乾燥した基板を、フォトマスクを介して、高圧力タングステンランプのＵＶ光を用いて
露光した。ＵＶ光の量は、２０～４０ｍＪ／ｃｍ２であった。露光した基板を、水中のＴ
ＭＡＨ（テトラメトキシアンモニウムハイドロオキサイド、０．１２５Ｍ）及び界面活性
剤（０．５％）の混合物中で、約６０秒現像し、十分に水ですすいだ。
【０１８０】
実施例２（比較例）：
　ＧＤＤＡをジ（ペンタエリスリトール）ペンタアクリレート（Dipetia、Sartomer 399
、Sartomer）に置き換えたほかは、実施例１に記載されている全工程を繰り返した。
【０１８１】
実施例３
　実施例１及び２からの２枚の基板を、ＰＧＭＥＡの入ったビーカーに入れた。このビー
カーを超音波浴に入れ、１５分間超音波処理した。実施例１の基板は、いかなる変化も示
さなかった。実施例２の基板上のパターンは、ほぼ完全に除去された。
【０１８２】
実施例４
　実施例３を繰り返したが、今度は２時間である。
【０１８３】
　実施例１の基板上のパターンは、多少の損傷を示した。パターンの約１０～１５％は破
壊された。実施例２の基板上のパターンは完全に除去された。基板は汚れがなかった。
【０１８４】
実施例５
　実施例１を繰り返したが、ＩｒｇａｐｈｏｒレッドＢＴ－ＣＦを、ＰＢ１５：６　０．
９ｇ及びＰＶ２３　０．１ｇに置き換えた。ＥＦＫＡ４３４０をＤｉｓｐｅｒｂｙｋ１６
１（３０％、１．５ｇ）に置き換えた。得られたフォトレジストを、実施例１からの赤色
基板の上に塗布し、９０℃で３分間プリベークし、次いで約１００ｍＪ／ｃｍ２露光した
。現像時間は約４５秒であった。
【０１８５】
実施例６
　実施例１を繰り返したが、ＩｒｇａｐｈｏｒレッドＢＴ－ＣＦを、ＰＧ３６　０．６ｇ
及び黄緑色顔料０．４ｇに置き換えた。ＥＦＫＡ４３４０をＳｏｌｓｐｅｒｓｅ２４’０
００　０．５ｇに置き換えた。出発ＰＧＭＥＡの量は９ｇであった。得られた顔料着色フ
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ベークを３分行った。現像液を水（０．０６３％のＴＭＡＨ及び０．２５％の界面活性剤
）で、１：１で希釈した。現像時間は約６０秒であった。
【０１８６】
　結果は明確に定められたピクセルを有する完全な赤色、緑色、青色カラーフィルターで
あった。緑色フォトレジストの現像後、赤色及び青色ピクセルの損傷は見られなかった。
【０１８７】
　ジアクリレートモノマー合成の典型的な方法：
グリコール－ジグリシジルエーテルジアクリレートモノマーを、対応するジグリシジルエ
ーテル及びアクリル酸から合成した。典型的な方法においては、アクリル酸（１ｍｏｌ）
、ジグリシジルエーテル（０．５ｍｏｌ）、重合防止剤及び触媒の混合物を、８０～１１
０℃で数時間、反応物質が完全に消失するまで反応させた。反応の進行をＧＣ又はＨＰＬ
Ｃによりモニターした。種々の触媒、例えばトリエチルアミン、ジメチルアニリン、三フ
ッ化ホウ素、トリフェニルホスフィン、種々の金属塩、又は当業者に周知の任意の他のエ
ポキシド開環触媒を用いることができる。触媒は反応の初めに一度に加えても、あるいは
反応の間、連続的に又は一定の間隔で徐々に加えてもよい。反応防止剤を用いて、アクリ
レートの望ましくない重合を防止する。例は、例えば、ヒドロキノン、ヒドロキノンエー
テル、例えばヒドロキノンモノメチルエーテル、ジ－ｔ－ブチルピロカテコール、フェノ
チアジン、ｐ－フェニレンジアミン、メチレンブルー、立体障害フェノール類、及びニト
ロキシル、例えばＴＥＭＰＯを含み、当業者に広く知られている。反応防止剤の、個々又
は混合物としての割合は、反応混合物全体の重量を基準として、通常、約０．０１～約１
重量％の範囲であってよい。
【０１８８】
実施例７
　実施例１の配合物をメチルエチルケトン（ＭＥＫ）４５ｇで希釈した。ＭＥＫの代わり
に、ＰＧＭＥＡ又はシクロヘキサノンなどのような溶媒も可能である。
【０１８９】
　得られた溶液をインクジェット実験に用いた。Ｆｕｊｉｆｉｌｍ　Ｄｉｍａｔｉｘ製イ
ンクジェットヘッドを用いて、ＰＥＴ箔上に、液滴をパターン様に付着し、その後ＵＶ硬
化した。
【０１９０】
　図１に示す写真から解釈できるように、黒色の四角は標的領域を形づくり、灰色のドッ
トはインクジェット液滴である。
【図面の簡単な説明】
【０１９１】
【図１】図１は、実施例７のインクジェット実験により得られたパターンである。
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